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―― 聞き取り調査の記録 ――  
諏訪 浩・藤田 崇 
 
 
 明治 22 年の水害を始め，十津川流域の崩壊は主として大雨によって起きている．一方こ
の地域は海溝型の地震や直下型の地震の揺れを繰り返し経験している地域でもある．特に
注目されるのは 90 年ないし 150 年の間隔で繰り返すプレート境界型の巨大地震である．前






 以下に聞き取り調査 10 件の内容を記載する．１番から７番までは 2003 年 11 月 17 日の













 ①1899 年（明治 32 年）3 月 7 日，9 時 55 分 マグニチュード M 7.0，紀伊半島東南部，
奈良県吉野郡と三重県南牟婁郡で被害が大．奈良県では北山筋で被害が大．震度は，十津
川筋ではおおむね 4～5，北山筋で 5～6． 
 ②1906 年（明治 39 年）5 月 5 日，8 時 9 分 M 6.2，紀伊中部，御坊や湯浅で壁に亀裂，
田辺で壁落下，本宮で落石などの小被害 
 ③1944 年（昭和 19 年）12 月 7 日，13 時 35 分，M 7.9，震源の深さ D 40 km，東南海
地震，奈良県で死者 3，負傷 21，住宅の全壊 89 戸，半壊 177 戸など．十津川筋ではおおむ
ね震度 5． 
 ④1946 年（昭和 21 年）12 月 21 日，4 時 19 分，M 8.0，D 24 km，南海地震，奈良県
 58 
では負傷者 13，住宅の全壊 37，半壊 46 など．十津川筋の震度はおおむね 5． 
 ⑤1948 年（昭和 23 年）5 月 15 日，20 時 44 分，M 6.7，D 0 km，田辺市付近が震源，
和歌山県と奈良県南部で小被害．西牟婁地方で被害が大きかった．死者 2，負傷 33，家屋
の倒壊 60 など．和歌山の被害は死者 1，負傷 18，家屋の全壊 4，半壊 33，道路の崩壊 597，
橋の落下 2，山崩れ 51 など． 






 6.1  大字七色の 亀本利一氏宅で， 亀本利一氏（大正 13 年生，昭和 19 年に応召，満
州へ，復員は昭和 20 年 10 月 20 日），亀本ミヨ子氏（大正 13 年生）．昭和 19 年に結婚．
近所の井向氏が加わるが，話はほとんどが亀本利一氏による． 
 昭和 19 年の地震について，ミヨ子氏： 家の２階にいたが，揺れが強い地震だったので
田圃へ逃げた．みんな田圃へ逃げた．田圃が地震の被害を受けたようには記憶していない．
建物にも被害はなかった． 













 6.2  大字桑畑（クワハタ）の岡氏宅で，岡 弘氏（昭和４年生），岡 比古栄氏（ひこ
え，昭和６年生） 






 道路より山側の斜面上に，今住んでいる建物 A がある．当時はさらに山寄りでやや北側
に新しい建物 C が完成した直後だったが，建物 C の周りの石垣が全部崩れた．建物 C の母
屋は崩れなかったが，便所や台所が傷んだのと，山が石原なので落石があって危ないとい














付近に設けられた．桑畑小学校は戦中戦後を通じて，先生が二人で，校長先生が 1, 2, 5, 6
年生を，女の先生が３年と４年生を担任するという体制だった．生徒は 50 人ほどだった． 



































写真１ 矢印で石止めの構造物を示す      図２ 出口 登氏の叔父の家配置図 
 
 
 6.3  大字平谷の 出口 登氏（大正 14 年生）と出口八千子氏（やちこ，昭和２年生）．
昭和 25 年に結婚． 





































 写真２ 佐田太一氏の庭先から十津川方面を見下ろす．矢印でレストランを指し示す 
 
 6.4  大字谷瀬の 佐田太一氏（昭和６年生） 








































 6.5  大字谷瀬の 森脇光夫氏（大正 13 年生） 
























































いとらへんかった．五條に戻ってきた．昭和 23 年には長男が生まれた．昭和 23 年とか 25
年の地震はおぼえていない． 
 
 6.6  大字上野地の 山中勝喜（かつき）氏（昭和５年生） 





























写真４ 地震でこわれたという石垣のそばで    図３ 旧上野地小学校敷地配置図 
 65 
 6.7  大字東中の 入鹿 孝氏（いるか，昭和５年生まれ）と入鹿敏子氏（昭和 12 年生．

















 孝氏： 昭和 21 年の地震はおぼえていない．昭和 23 年卒業まで十津川高校だったが，

























 6.8  大字竹筒字葛山の 岡 嘉孝氏（昭和 15 年生，嘉孝氏の母上は岡 恵ゑ（としえ，
明治 39 年））と松浦信福氏（のぶよし，大正 14 年生） 
 嘉孝氏： 昭和 19 年 20 年頃には夜よく地震があった．昭和 19 年の地震ではないかと思
う．家の外で遊んでいたらきつく揺れて，家のそばの石垣が崩れた．高さが 1.5ｍほどの塀
の石垣だ（写真５）．家は山谷方向（おおむね東西方向）に揺れたのをおぼえている．昭和
19 年には私は４才．地震で竈（カマド）が崩れたが，それは高さ 1m ほどのものだ．それ






 松浦信福氏： 昭和 19 年の地震のときは呉に行っていてここに居なかった．うちの石垣

















はあるかとの問に，） 岡氏： 2004 年 11 号台風のときの雨がすごかった．増水したけれ
 67 
ど，水害にはならなかった．10 号台風のときは 11 号のときより雨が少なくて川の水のにご

















写真５ 崩れた石垣の辺りを指し示す岡氏     写真６ 植氏宅庭先の池の跡 
 
 







 6.10  大字神下字田戸の 玉置巳季子氏（大正６年生） 
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